
平成３０年度 東北地方ダム管理フォローアップ委員会（第２回） 

議 事 概 要 

開催日時：平成 31 年 2 月 5日 

開催場所：仙台合同庁舎 Ｂ棟２階 共用第一会議室 

 

 

・議題：（１）釜房ダム定期報告（案） 
・指摘事項 

●洪水などによる貯砂ダム堆砂量及び土砂成分への影響などについて、過去のデータを元に分析し

て堆砂対策に活かして欲しい。 

また、撤去土砂の有効活用については、継続的な取り組みとなるよう検討するとよい。 

●曝気装置の運用に関し、貯水池水温と 2-MIB の発生状況の関係にも着目して運用基準を検討する

とよい。 

また、維持管理費の削減については、仙台市の水道浄水費用も含めて総合的に検討するとよい、 

●貯砂ダムの堆積土には、高濃度のリンや 2-MIB の発生源となる物資が含まれている可能性がある

ため調査することが望ましい。 

また、流入負荷量（特にリン）は、出水時に多いため、出水時調査が必要である。出水時のリン

は、一般的にほとんどが懸濁態であるため、濁度計による自動観測でも有効な代替調査として実

施することができる。 

●ダム管理開始から半世紀が経過するので、周辺環境の変化やインフラの整備とダムの役割の変化

について整理しておくこと。 

 

 

・議題：（２）津軽ダムモニタリング調査報告（案） 
●津軽ダムモニタリング委員会での審議結果を報告した。 
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